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沖縄海盆伊平屋海凹の熱水性生物群集

太田　 秀＊1

海洋科学技呀センターの田中らの198S年度『しんかい2舶ａ』タイプ番号毒・;6・

＃368の報告に従い，1969 年６月101ﾖと11日のタイプ零409および#410 において，

伊平曝 Ａ.海域｛通称伊平屋小海嶺東部:27*32.5^:126*58.5'E : 水深約1395 －1

425
篦｝に潜航し．探索の結果

．チムニーや“ゆらぎ’駄の熱水噴山．あるいlよガ

スの自噴は伴わないものの．軒しい密度の熱水性生物群集を発見・探集した．潜航

の主目的は，熱水性底生生鋤の観察と探集の他に，産狄のステレオ写叺測量とプラ

ンクトン研究者との共同の然水性プランク｝ンの採集作業であった．生物・・ 趨成

はシロウljガイ属の 】楹, 極めて占い体制を持うた蔓脚煩２種．イガイの狆1111 ．

ハオ1」ムシ氣Ｚ種．長ll!頸２種などを艇占稜とするものであった．代表的な構成生

物種の産状と行動の観察祐繋を記載し，予備的な生物竝理学岶考察を加えた．

Deep-Sea  Submersible  Survey  of (he Hydrothermal  Vent  Community

on  the Northeastern  Slope of the I hey a Ridge,  (he Okinawa  Trough

Suguru  OHTA*-

During  (be  Dives  409  and  410  of  the Japanese  submersible  "SHINKAI

2000"  on  June  10 and  11. 1989,  a thriving hydrothcrma)  biological eommun*

ity  was  found  on  the  northern  slope  of  the Iheya  Ridge  in the  Okinawa

Trough  <27932.S'N;126'58.5  E; depth  H00m)  The  site was  characterized by

relatively (hick blanket  of  sediments,  pleated  and/or laminated  sheet flow  of

lava,  with occasional lobate pillows and  while  and  yellow stains. Although  no

remarkable  shimmenng  water  and  thermal  anomalies  were  detected  during

the
 observations  and  sampling  of  the dense  patches  of

 organism*.  the ex-

traordinarily thick  community  must  be  fueled  by  hydrothermal  chemicals.

The
 missions  were  dedicated  to observations  and  sampling  of bent hie organ-

isms
 of the vent  field and  "aerial photogrammetry"

 of  the site Collection  of

near-bottom  plankton  was  also pursued  expecting  to find vent-specific plank-

ton  fauna.

The  community  was  dominated  by  Colyptogcna  sp. nov.  in biomass.  primi-

live scalpel I ids iNeo/cpas  spp.)  and  slender  vest tmen life ran tube  worm  in

number.  It must  be  noted  that the Calyptogena  sp were  confined  to sediment

bottom,  and  other  dominant  members  were  occupying  the outcropping  sur-

face of  the volcanic rocks. Two  kinds  of shrimps  -a  bresiliul Afainocaiis and

*  I slUiAtf

/がJAMSTECTR ＤＥＥＰＳＥＡ ＲＥＳＥＡＲＣＨ （19 ㈲ ）



a  hippolycid Lebbeus  ), mussels, squat lobster MmUtopsis,  a stone crab Para-

lo/nis sp. were  the representative constituents of the thick community.  A  lar*

ger  vestimentiferan tube worm  Lameltihrachia sp., glass sponges Phcioiicma

ijtmni, Lupltaelln  sp.
 <md  the fishes such  as AUtrovandta, Chimaera  and

Syitaphobranchus  surrounded  the  field of  dense  patches  of  organisms.

Observations  on  their life forms, behaviors, feeding habits and interspecific

competitions were briefly described, and global distribution of several groups

of organisms was discussed preliminarily in zoogcograpbical point of view.

１ ．は じ め に

我 が 国 の 太 平洋 岸 に は ．太 平 洋 プ レ ー ト と フ ィ

リ ピ ン プ レ ー ト の 沈 み 込 みに 闘 迎 し て深 海 冷 湧 水

生 物 群 集 が 数 多 く 発 見 さ れ． そ の 生 態 学 的 研究 が

盛 ん と な っ た(Ohla and Laubicr, 1987: 太 田 ほ

か.  1987:Sakai ，f al..1987:lla ｓhi。。to ｏｌ ａｌ..1989:

太 田1990  )
 
し か し，il 前 は チ ムニ ー を件

う 大 規 咬 な 高 温 熱 水 噴Ⅲ 現 象 と ， そ れ に 会 合 し た

旺 盛 な 熱 水喰 出 孔 生 物 群 集 が 本 邦鵬|辺 に 碓 記 さ れ

てお ら ず ， む しろ 諸 外 国 と共 川 し て マ リ ア ナ や北

フ ィジ ーな ど 遠 隔 地 の青 孤 海 盆 のリ フ ト 系 調査 に

参 加 す る こ とに よ っ て， 観 察 と 研 究 素 材 を 得て い

た(Ok ｕｌａｎｉ and Ｏｈｌａ.1988:|･lessle ｒ el al..

)988;St ｅｊｎ ，lal..1988) ．1988 年illl繩 海 盆の 伊 平 屋

海 嶺 ・伊 足 名 海 穴海 域 に 鳥 温熱 水II扣11 現 象 と豊 富

な 生 物 俳 集 の 存 在 が 報 告 さ れは じめ( 加 藤 ほ か.

1989: 青 木 ・ 中 村 ，1989; 木 村 ほ か ，1989Jj 中 ほ

か.1989) ， プ レ ー ト の 収 朿 と 罷 散 と い う． い ず

れ も 地 球 テ ク トニ ク スに 支 え ら れ た 深 海生 物 群 集

を， 栽 一一一的 に研 究 す る フ ｆ － ル ドに 忠 ま れ る こ と

に な っ た ．

海 洋 科 学 技 術 セ ン タ ー のHI 中 ら の1988 年 度｢ し

んか い2000｣ タ イ プ ＃366 ・ ＃368 の 慳;';･(|･||中 ほ

か ，1989) に し た がい ， ６ 月】0日 と111] の タ イプ

＃4()9 お よ び＃４】０に お い て， 伊 平jii A 海 域{ 迦

称 伊 平 屋 小 海 萱i東 部:27 °32.5'N;I26‘158.5'E : 水

深 約1395 一 川25ml に 潜 航 し た(|ﾇ| 凵 ． 探 索 の

鈷 米 ． チ ムニ ー や'‘ゆ ら ぎI' 状 の 熱 水 哨 出あ るい

は ガ ス の|!j哨 は 伴 わな い もの の ， 軒 しい 密 度 の鯉

水性 生 物 群 集 を 発 見 ・ 採 集 で き た ． 琳 航 の 主|,|的

は ，熱 水性 底 生 生 物 の 観 察 と採 集 の 他 に ， 産 状 の

ステ レ オ写 真 洲;lt と プ ラ ン ク ト ン研 究 者 と のJQ1･･1

で ， 熱 水 性 プ ラ ン ク ト ン の採 芻!作 哭 を 行 う こ と

Cij 汕 ほ か.1990: 夲 報 告 集 参 照) で あ,J た.

本タイプ|よ平成元年度の沖縄トラフ調介の 最初

の榊航であった。ロ ランＣの測位捐峻の悪い海

峨で，「なつし ま」 と 厂かい よう」のGPS イン

ターキｔ リフレーションを米たしつつ。場所の碑

現性に難儀した後の予定浮上時 劉まぎわの発見で

あった。２度目のタイプについても位雌俥･IEに困

難か伴った。多岐にわたる佃lll的な研究成米は後

に譲り，産状の記載と生態観察を巾心として 報告

するＪ

２．調査地点と研究装備

図卜 こ潜航地点の海底地形の概略Ｍ を示した

(JAMSTEC 提供｝。 伊平麗小海嶺東端部，海嶺北

lll』斜而の中腹にあ る水濠釣H00m 前後のず川部

に位此するが，この濃密生物群集のすぐ北には比

鳥約50m の高まりかあり。この111;iまり白身が令体

として散|則性の熱水峨出 を伴う変質域であるとい

うUll 中lj か，1989，19901. タイプ 糞409はこの

高まりの|句麓を等深線沿いに 朿西力I"Jに探索し
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た。潜水船の水深跋取依を前年度と1111－値として

琳航した場合，爽際には約20m 深い地点を探索し

たことが扱に111明した。輪果として昨年度の旺]中

の潜航で発見した｢ 割れ目状喰出孔｣ の南llぽ

150m の位置にあたる。なお。これは化学グルー

プ の"CLAM サイド と 吋 一のポイントであ

る。

タイプ＃409では，群集構造の記載用に鉛ir(方

向にセットした白黒フィルムを装填したステレオ

カメラ・ベイトトラフプ・手綱・塩ビ裂密閉Ｓ!サ

ンプ ルポ７クス・採泥管 ２本 を滞水船に装備し

た。タイプ＃410では。設鍛用マ ーカー・illl量写

真装置 一塩ビ裂密閉型サンプ ルボ,。クスを装備し

た。さらに両タイプを迦じてペイロード・ラ･ｙク

{廂 下} には|詞閣式近底層プ ランクトンネット

(RMT 改良型}，船のサンプ ルバ スケット左吐鰐

には海底直上プ ランクトン採集川の|詞閉式プ ラン

クト ンi･ ツト を装着し たC 菊池ほ か, 1990 参

照)。

３．観　　 察

まず若底地点から1390 ～1410m の深皮似で，

ほぽ東西に宙築生物群集の探索をlll始した。

1410m 以深は傾斜がややきつく，堋粒堆積物

に雌禎されていて何となく不毛な感じを受けた。

水深139511以浅はスクリーと人塊の冫;･場となる。

水深M00 ～1410・ の範闘はかなり平らで， 嚶】色

の細粒堆積物に覆われていた。 ミツマタナマコ科

の大型なまこが[Iだっ が，こ れは堆ljli物表iⅢこ右

機物が豊富であることを示している。しかし，飛

来する懸濁物から惟して，繼粒堆積物の自さには

熱水析出物質がかなり寄与しているように思わ

れ，熱水性止物群集発見の期待が増大する。水深

1100m 沿いには所々に黒喝色の倣層搬造をもっ

た冫l，長卵形の枕状溶岩および皺くちゃに揉まれ

たシート状のスラブが露出する。7; 質は典型的な

玄武岩とは咒なるが。その形状やガラス貿の急冷

された衣而を持つことなどから|lnlllly;である。ほ

ぽ1 400m 等深叙沿いに精査すること｜時 川。野

球ボー･ﾚ 人のガラ ス海li凵PII・・I・。I・ijimai ) と

カイロ ウドウケツ類{ £1･がｆｒl･･ｕ･･ spj の密集雰落

と，岩の表而に白変・黄変パ･７チを叫,ほした。こ

れらの指標の密度交配を辿ることによ･，て。シロ

ウリガ イの死驫 の散在するキナ臭い ¨地獄’を跨

ぎ，つ いにシロ ウIJ ガ イ・ハ オリムシ・聾脚類 ・

傴j,6鯒の ’‘天国 ”に到遥した。 浮上予定時刻まで

あ まり余裕はない。 熱水I叭出孔の探索は諦め，こ

こ に肝座し生物サ ンプ ルを探取するこ とにした。

全体 として スロ ープ上のベ ンチ 状地形には， 角

礫岩滓お よび 火||』性砕屑物を思 わせる框砂粒で 杖

われた地質に。 灰黒褐色の火山性 の平板な岩｛玄

武岩貿安山岩？｝が露出 し，そ の周辺の等深線 沿

いに鯖約５ｍ 長さ約20m ほどに わたって。 著しい

密度で 生気に満 ちた底生生物が生活していた。 た

だし。 探索 およ ぴサ ンプ ル採 集の過 程で はチ ム

ニー や･ ’ゆら ぎ”状 の熱 水Iln出，あ るい はガ ス

（ガ ス液 ）の自噴は伴 わない ので。 岷密に ぱ 卜熱

水喰 出孔” 坐物 群集 とは 断定 しか ねる ものであ

る。

最 も密 集 し た召 集 の中 心 部 分 で は。 長 径約

15cm とサ イズの揃っ た大!l!で 未記 載桟 のシロ ウ

リガ イ奮凵 Ｇ,|淨1．ｆ・,・sp 亅 が，砂 質の堆 積物 膿

に，ｌ Ｘ ３ｍ および| Ｘ ｈｌ程の２個の明瞭なパ

ッチ をな し， 最 密充填状 態で 半身 を埋 めてい た

（写 真１）。 ただし，こ の堆積物 の厚 さは せいぜ い

10～15cm で，‘ コ`ロニ ー”外部では5cnl 程度で

ある。 やや閧い た殼 の開口陥からはピ ンク色の外

套膜 を覗かせ， 不完 全なサ イフォンを通して ゆっ

たりと呼飢 を噴出している。 生物量において も最

も・ 占 するのはこ のシロウIJ ガイ頸であり。 パ フ

チ内の川存;IU ま優に10kg/ ｍ･゙縁 と推定 される。

二枚 只に 裾野をとりまか れた近傍 の露岩に は，

極めて･占い体 制を残 した新種 の ミ・ ウガガ イ飢

（ 礎脚類 ）｛写 真ｌ， ３， ８． ９｝の築塊 と，10 ～

20cm の|ソみをな して 緕みあ う小 型で細|い ハ オリ

ムシ黠i（刳|慳i穹の繼い ものと共通秡 と思われるl

が密 集群落を形|毳する。個 体数において111も優占

する生物がこ の人型の ミョウガガ イ鷺iと緇い ハオ

IJ ムシであ る。

伊 ’1哨1海嶺産の シロウIJ ガ イ奮iは。相模 湾のシ

ｕ ウ リ ガ イＣ。1.,･･ptogi･,I・ 硯1･ｏａｆ や鹵 奄 西 海域 の

A  hebicottt･jla ｓp. と区 別 される。 陶は むしろＣａ１９･

16
泄･･ａに 属するもの

である が。殼がλJ9 かつ 極め

て 厚 くな るこ と で 相 模 弯の Ｃ.ｓ砂ｓl･ と は 咒な

り， 新種 として俥 告すべ き もので ある4 堀 越ほ

か，1990 ）。 ヘ モグロ ビ ンに1;iむ1111液， 退縮 した



消 化笹， 異常 に肥 厚し た蟋お よびそ の産状 は， 相

模 弯や日本海 溝 一千鳥海 溝な どの 冷湧水帯の堆 積

底 に棲 む シロ ウ リガ イ類， な らび にEPR ｛東 太

平 洋海膨｝ の熱水ベ ント 域の岩盤上 に生 息する ガ

ラパ ゴ ス シロ ウ リガ イ｛Ｃｇむφtogena 。tagni.μｃａ｝

の 両者 に共通 した生態 を有しているこ と を示 して

い る。鰓 組織 に共 生細 菌 を充磯 したbacter  iocyles

層 が観 察され るが， 固定 サンプルの 光学顕 微鏡 観

察で，鰓 組織 内に多 最の無機 硫黄の析出結品 が 見

ら れるこ とから，硫 黄酸化型細 菌を宿す もの と推

定 される。な お， シロ ウリガ イ頸の殼内部 には。

撓脚 顛 ・多毛 類な どの外 部寄生 生物 も多極 見つ け

ら れた。 撓脚 顫につ いて は戸田 龍樹 陣士 ｛東京 大

学 海洋研 究所 ｝。 多毛 頬 につ いて は三 浦 知之 博士

（鹿児 励大学 ）に その研 究を託 した。

細い ハ オリ ムシの糸玉は，あ たか も牡丹叫 に埋

めら れた ように 化学的 析出 物 もしくはバ クテ リア

マ ット をか ぶ って い た（写 真 ２ ）。 そ の隙ISjに は

大型 の然 水性エ ピ翩が見え 諂れ する。 手綱 の操 作

で は 殆どか逃げ て し まい， マニ ピ。レー ダーで 破

砕 したシロ ウリ ガイ をオト リに して， や っとのこ

とで 採集で きた。 破 砕した 二枚 貝の 軟体節 から 飛

散す る 血液 につ ら れ， どこ から と もな く体 長5

mnl ～ 数cm の 端脚 麺が 次 第に 集 まって く る。 二

枚 只の軟体 部をひ きちぎって摂 食する 姿は， こ れ

らの 長尾齠 や端 脚傾 が比歓的小jlSな がら俊 敏で 獰

猛な扣 食軒 （消 費者 ）であ るこ とを示 して いる。

こ の肉 食性 の昼j=｛1類は 海底 現鳩で は。 少な くと も

乳白色 半透明の体 色 一白い 眼球 ・長い 額角 ・細い

歩脚 を持 つ もの（写 真 ６ ）， 榿 色 の体 色・黒 い眼

球・短い 額 角・太い歩詢 を持つ もの（写真 ７）の

２砧 に区 別 された。 前 者はEPR の 熱 水で採 集 さ

れ たAlvi 。。caｙiｓに 近 い 新 種 であ る。 後 者は 南奄

叫 海 域 と 共通 の モエ ピ 科|1113pclytidae（£46 ．１ｓ

ｓl）｡？1 に 含 まれ る もの と思 わ れ， 熱 水 に 会 合す

るエ ビ として は新 しく追力|け べ きグル ープ となろ

う。こ れら の両種につい ては 菊池 知彦 博士C 横浜

国 人 ）と共同で研 究 を鳶めてい る。 誘引 餌に 対す

る 反 応に は ２神 に 微 妙 な 差 が 見ら れ た。A  Ivin。･

ａ 心 は遊 泳 して 飛び つ き。 激 し く叫 を 食い ちぎ

っ て は 持 ち 去ろ う と する。1･lippo】ytjdae釼ｎ.sp.

は 太い 歩 脚で 歩 きな がらA  tvinocarisに遅 れ て屑

に楼 近 する傾向 かあ る。

個 体 数 が 少 な い も の の ヒ バ リ ガ イ顴 の ｌ積 も，

足 糸 で岩 塊 お よ ぴ細 い ハ オ ’Jム シ の棲 竹 に付 着 し

て 見 つ か る 。ＥＰＲ， マ リ ア ナ ・北 フ ４ ジ ー海 盆 の

も の ほ ど 大 型 化 し な い （写 真 ４ ）。 イガ イ科 に 属

す る が外 妻 膜 が 低体 郤 全体 を袋 状 に包 まない とい

う 点 で は ， 典 型 的 な ＆X り 。,aji・II,ｓ 属 と は 異 な

る。 鰓 糸 の 基 本 愉 造 は 糸鰓 矧 に 属 する が 。 各 ラメ

ラ は 異 常 に 幅 広 く 発 達 し， シ ロ ウ リ ガ イ頴 と 同

様 ， 鰓 組 織 に 共 生 細 薗 を保 有 し てい る 。 消 化 竹 ・

鰓 の 解 剖 と 光 学 顕 微 鏡 観 察 上 の印 象， 鰓 で 架 め た

艷 濁 物 を か す め 取 る と 思 わ れる 多 毛類 が 鰓に よく

外 部 寄 生 し てい る こ と か ら ， こ の 二枚 只 は 周 辺 海

水に 愬 濁 す る 自 巾 生 活 性化 学 合 成 細 菌 塊 （長 沼 ほ

か ，1990 畚!!a ） の 逎 過 食 も同 時 に 効率 よ く 行 う混

合 食 者 。ixotroph と 考 え ら れ る 。

大 朋 の 捕 食 老 で は 随 時 イ ラ コ ア ナ ゴ 垣

｛Ｓ戸la帥 ａｋｌ･lcj･1･ｓ ｓｐ.｝ お よ び イ バ ラ ガ ニ 顫 な と･

が 虎 視 眈 々 と こ の 群 築 周辺 に 出 没 し た 。 一 方 。 こ

の 密 集 生 物 群 集 内 に 固 有 と 思 わ れ る ゲ ン グ 類

C｀eelpoIlls’･） も ２ 種 見 ら れ た。 ゲ ン グ 黷 は 普 段

は海 底 に じ っ と 着 座 し 。摂 食す る 様 子 が 見 ら れな

い 。 ち な み に ， 冷 陳 さ ん ま を餌 と し た ベ イ ト ・ ト

ラ ップ へ の 最初 の 闖 入 者は ， イ ラ コ ア ナゴ と 数挂

の 端 脚 類 であ っ た 。 イ バ ラ ガニ(Paral 。。n>  sp.

歪 尾 汕 ： 写 真 １ ｝ は 甲 輻 】5cm に 迷 す る 人 型 種

で ， 淡 賞 色 の体 色 ・ 麥 脚 の 各節 が 偏平 で 前 後 端 に

柿 歯 状 に 輔 がな ら ぷ こ とな どか ら ， 未 記 載 新 種 と

思 わ れる 。| 軻奄 西 海 域 の翻 類 と は 互い に 近 距 離 で

あ る に も關 わら ず 別 種 と 考 え ら れ る。 相 模 湾 の初

励 やilllノ|11堆 の シロ ウ リ ガ イ群 集 地帯 に おけ る エ

ソ イバ ラ ガ ニ （癶z沺 。us  mullispi 。ｇ ） と 同郡 。 ベ

ン ド また は 浸 出 價 に ル ー ズに 集 ま り， 濃 密 な 生 物

群集 に さ ら に 強 く ひ き つけ ら れ て 生活 す る 。 しか

し， 彼 ら のｰ 一般 的 な動 作 の 緩 模 さ （『逃 げ 足
』
と

は 翼な る ） を も っ て し ては ， 例 の ２稙 の 長 尾 類 と

餌 を 競 い 合 うこ と が 一 見 し て困 難 と思 わ れ る 。 お

そら く イバ ラガ ニ は 鮮 に到 達 後 ， 小型 の 捕 食 者 を

鋳 除 す る か ， そ の 鋏 脚 を 用 い て 只 ・ 蔓脚 韻 ・ 」也中

の 多 毛愬 な ど を つ い ば む の で あ ろ う。 数 は 少 な い

が， 熱 水 哨･出 孔 の 周 辺 に 多 い と 俥; ’II･さ れ てい る輻

li; の 飯 角 を 持 つ シ ン カ イ コ シ オ リ ェ ピ 類

(Mi･ ・id￥■sis sp.) も こ こ で 認 め ら れ た 。 し か し。

ほ と ん ど 動 作 を 小 さな い 緩 枚 さ と 無 表 情 さ か ら



は， かれ らの 食性 を推 定す るこ とは困 難で あ っ

た。

探集 ポ イント周辺 の堆積 底に は，10 ×30c・ 規

橈あるいは線状に並 んだ白い粉末のマ ７卜が見ら

れたが。 コア ・キ ャッチ ャーを備 えた採 泥碕で採

集 を試みて も，b・ｗ ｗａｖｅで 飛散し採 集はで きな

かっ た。 粒子 の粘着性が希薄であ るこ とから，こ

のマ ットはBeggiatca な どの糸状翩ij を主体 とし

たものではな く，炭酸塩 もしくは 硫酸塩 を主成分

とする化学的 拆出物 と思わ れる。 やや岡辺 部の根

砂に葬 く覆 われた堆積底には， 大型｛|躙口郤の径

が １ｃｍ程 度， 全長30 ～70cm) のハ オリ ムシが，

薙首 を持ち上げた蛇 もしくはア スパラガ スのよう

に|刹口部 を10 ～20cm 直立 させ て生 えてい る｛写

真 ５｝。 飛狄に 群れるこ とはな く。基 部の大部 分

は堆積物の下で 岩にIM 珊して いるため， 無傷で 虫

体の全体をマ ニピュ レー ターで採 集するこ とは極

めて困 難であ る。 生息密度の高い 部分では20 個体

/ｍ２に 迷 す る。obl ｕrａｃｕlｕrｌ が綢 く， 鰓 糸 も短

く，軟体郤が桜竹の先で花開くような外 観を呈 し

ない。 管の関口部の近くに 何段ものラ･, パ状のひ

だを持つ こ と も含 めて， こ の大 型の ハ オリ ムシ

は，明 らかに相模 湾の 大型 £ameilibrachia とは別

種であ る（写裏 ８）。 棲管には 拷塊に 密集する も

のとは別種 のNeolepas を数個体づっ 付着 させてい

るの が見ら れる ｛写真 ８， ９｝。 こ の種は 先述 し

た大型で 密集する もう１種の ミ３ウガガイ黠目 写

真３ ）とは対照的に。 突起 物上に 単独で 生活す る

こ とが多い。

露岩上には ガラ ス海綿類 Ｃオキナカイメン科の

jtlllr１qlfｓla　iμ･･laiなら びに 大型で 中 火都に 最大幅

を 持 つ カ イ ロ ウ ド ウ ケ ツ の 仲|ll £。■pUcteiia

ｓp.） 一人型 い そ ぎん ち ゃ く顛・ ケ ヤIJ ム シ 類

｛Sabellidae : 棲 管掻 ５ ｍｍ程 ｝が生 え くこ れは シ

ロ ウ リガ イ・サ イト の周辺100111 規模 の延長線に

分布す る ）， シロ ウリガ イ密築 点に棲 む ３種の 蔓

㈹ｌ凵 すなわち ミョウガガ イ槧と広義のフジッ ボ

財Ｄ と ともに 懸濁細 菌類を1111集して いる。 逆にい

うと，こ れら 懸濁食者を支える有機 物の 供給がな

け れば ならない。 ちなみに。 蔓脚Iliはい ずれも極

めて繊禰 な襲㈹｛つ るあ し｝をもってお り。 人り

の自11Ⅲ1111や 菌塊 フロ ーyクの採1111に適 応 してい

る。

４ ． 考　　 察

最 も優 占 する シ ロウ リ ガ イ類 ・ ハ オリ ムシ 類・

聾 脚 頡に つい ては 形悠学 的 な研 究 の他 に ， ヘ モグ

ロ ビ ン の アミ ノ酸 配 列 と 系 統的 考 察 を， また その

他 の 生物 も含め て安 定同 位体 比 に よる食 物 連 鎖の

研 究 を進 行中 で あ るが ， さしあ た り最 も興 味 が そ

そ ら れ る の は， 生 物 地 理学 上の 比 軟 と考 察 であろ

う。

まず シ ロ ウ リ ガ イ頬 で あ る が ，1985 年 の 日仏

KA1K0 計 画 探 集 に よ る ３ も し く は ２ 新 種

（Ok ｕtａｎｉ and Metivier. 1986:Metivier.  Okutani  and

Oht ａ.1986:Horikoshi.1989 ） お よ び1989 年 の 日 仏

KAIKO-NAKAI 計 画 に よ る 追 加 （多 分 ） ４ 秡

（未 発 表 ） を 含 め る と。 日本 周 辺 に は 現 生 種 だけ

で も広 義 の シ ロ ウ リ ガ イ類 が ， 水 深 数100m か ら

6000m の 範 囲 に わ た っ て10 種 類 前 後 生 息 す る こ

とに な る 。 そ の うち， 南 奄 西海 峨 とilll繩 海 盆の も

の ２種 が 熱 水に 会 合す る もので あ り，他 は 冷湧 水

に 伴 う もの であ る 。 し か し， 日 本 産の現 生 秡が す

べ て坩ll’i底 に生 息 する 秡 で あ り 。 ガラパ ゴ ス シロ

ウ リガ イの よ うに 玄武 岩 の 隙 間に 直接 斧 足 を廊 入

し 。 堆 積 物 を 饗 求 しな い タ イプ ［Kess ］er ，1．1.｡

1985) と は 異な る こ とに 注 意 し よ う。 こ の 点に つ

い ては 肢に も う一 度触 れ るこ とに する 。 中 西部 太

平 洋域 の マリ ア ナ背孤 海 盆 。 マ ヌス海 盆 や南太 平

洋域 の 北 フ ィジ ー海 盆， ラウ 海 盆 な どの 熱 水喰 出

孔 で 最 もEI だ ち ， かっ 。 体 内 に 共 生す る 化 学 介成

独 立栄 養細 菌 を持 つこ と で生 態 的 に 見 かけ 上 生 産

者 の 地 位 をIliめ た の が,  Alvi･。iconcka や 末 記載 扣

の ニ シ キ ウ ズ科 の 巻 只 で あ っ た が(Both olll.｡

｝986:Ohla.  1988 1n Hessler ll al.｡1988;St ｅｉｎ ｆｊ (if..

1988;５ＴｊｌＳ 伍jt ＪＭａ。tile participants, unpublished

dala ｝，illl縄 熱 水海 域 ではEPR と|司 槌 ，あ るい は

日本周 辺 の テ ク トニ ク スに支 え ら れ る特 殊深 海11;

物 辟 集 の 例に 漏 れず ， シロ ウlj ガ イ鯒 と ハ オIJ ム

シ髯tで あ っ た こ とに 改 め て注 目 する必 要 があ る。

蔓脚 類 の うち １棧 は 現llrの 普 通瞿 であ るが。 残

りの ２種 が実 に 原始 的 な 体 制 を保 存 し た種 類 であ

。 た。EPR の 熱 水 紋 で 見 つ か った ミョ ウ ガ ガ イ

とマIJ フ ナ背 孤 海盆 で 著 者 も参 加 し て採 集し た グ

ループ の 研究 を契 機 と し て， 最 近 蔓脚 類 の系統 分

頚 が 人輟 に 害 き換 えら れ た （Ne ｗnlall.1979; Ｎｅｗ.

ｍａＩｕ ｎｄ Hesslci･ ， 1989)。 伊 平屋 小 海 嶺 碵 の ミ ョ



ウガ ガイ 類２穩 は ＥＰＲで 採 集 され た 治 心扣s 類

と極めて 近縁 の ものであ り。 ミョウガガイ類 ・フ

ジッボ類・ハ ナカゴ頴な どの固ａ 性蔓 騁矧の 机先

型と もいうべ きもので，化 石も含めてjl押i の形態

を残 して い る。 同 属 の 倫11e黝ｓ ｌｅ・･nae は こ れ ま

でEPR 沿 いで は極 めて稀 に産 する もの とされて

い たが，本 海域では極 めて 大型 化し， かつ佃 体数

では 駁優Ili瞿であ る （写真 １参 照）。 マ リア ナ背

孤 梅 盆 然 水 喰 出 孔 生 物 昨 集 で はg!ｆ∂llfｙｙl!ｒg

brachyiepadφ ｙllliｓ（Ｎｅｗｍａｌ and Hcssler, 19891

が佃体 数で 最も優 占するメンバ ーであ ったが。 こ

の種 はハナカゴ類にlfljかうべきlj1先形 を残してお

り，淪ｓlf鈿ｓに比べ れば進化 の階梯 をすでに 辿り

はじめた種である。ill･繩 海盆が開き始 めたば かり

のリフトであ ると考える と。 最 も罰い リフト系に

最古 の形延 を保存 する聾駒 煩がすでに 到達 してい

るこ とは驚 きであ る。

お な じ叩殻 類で も十脚 甲般 煩につ い てはAM-

Hoearis H が存 在 し。 目の特 殊化 し たRilj,IIlal心 属

【大西 洋中 央海嶺， マIJ アナ ・北 フ ィジー背 儡海

盆の長1=6煩擾占極 】がい ないとい う点で は。 伊平

屋 海域の 挺j11頸扣 はEPR 型で ある。 し かし， 先

述 したようにモエ ビ科も参入して いるこ と， 狭義

の ガニ(bythograeids) を欠 くとい う立 では 蝕自

であ る。 伊 平屋の ２筏のエ ビは， 生態的 には他の

熱 水噴出 地 帯で 報許 されて い る Ｂrｅsiliidaeに属

す るAlviu ・gi ｓお よびRi｡li，ａ,iｓと|･･jじニ
フチ
。

を占 めてい る。

深 海性 のウナ ギ劑・ １カゲギスやギンザ メ奮｛の

魚 類は， ふつ う熱水11111jほし11こ物 に|♂･|ｲj‘な生物 には

数えない。 彼ら が容 易に侵 入で きるこ とは， この

サ イトの海水の雰|翊気には通常の生物にｲf 毒な化

学成 分が遙･薄であ るこ とを示 してい る。 したが っ

てこ のサ イトは 他の典型的な 蝕水噴出孔生態系に

比 べ， よ り|竭放系であ るこ とを斟 酌しなけ ればな

ら ない。 IJ1･|哨1小海嶺 の“熱 水Iln出 孔生物 群集･’

の周辺に は。 泥 衣の布機デ トリ タスを選択的に摂

食する人 型ナマ コ矧お よび 懸濁物 を瀘過 食する海

綿頓の密 度が高い。熱 水喰出 孔生態系と， そ れを

とりまく外部 との物 質の内外 フラ ックスの泪|¶liに

も取り机 まねばならな いであ ろう。

Ilijじ レグで 乗り合わせた地質｡祠布所 の中村 光 一

日141 川 ・ 丸戊 皃･１ ｛ ＃412 ｝ 両氏 の御 好意で，

伊是名海穴のブラ７クスモーカーからの標本 を扱

う機 会に 恵 まれた。ブ ラッ クスモーカーのチ ム

ニー中部から採集した鉱物標 本の表而から， まず

未記職孤の聾脚韻と甃裂の企11の愚J』ll標本が得ら

れた。この聾脚穎はハナカゴ類とフジッ ボ矧との

共通の祖先形を持った，いわゆる ミッシング・リ

ンクにあた るとい う（1 1 1 口寿之博士私信 ）。な

お，現在のところ先述した 拘・1・戸ａｓ煩が伊是名海

域で見つ かっていないのは，両者||¶jの躙1離を考峨

すると不思議である。

耐高温性と|ぷ範な分布を持つことで有名な熱 水

性多毛顛？ｌ・fin'iiWfa spp. も発見された。これは

チ ムニー本体に純白の苔のような植竹を付着させ

（ 写真10), 熱 水の漏出 する環境にすむグ ループ

で，チ ムニー堀部に多いケヤリムシ科のゴカイと

は異なる。この頬はIIIじ界のすべての熱水チ ムニ ー

から報告されており。種は異なるとしても属位で

は熱水噴出孔生物として最も広域に分布するグ

ループである。このグループが棲管内部に子孫を

産みつけ，稚仔の伝拓拡大而からいって最も不11』

な機構 を持つ に もかかわらず（Laｕbicｒ and De.

sbruyeres. 1985), 最 も広畩に分布するとい う謎

は依然として解明されていない。

白いガニ（bytllogl-acid cｒabｓ）を欠いてい るこ

と も興味深い。 なお，伊是名のブラックスモー

カー周辺には伊平J11と共通の人閇のハオIJムシが

見つ かるが。 シロウリガイは現在のところ綣 まっ

ては産出しない ようである。こ れは場合による

と。① 「爆発的 イベント」｛中村，1990 ｝の縹り

返しで移動能力の低い生物が排除 されているか｡

② クラスレート状態の二駿化炭素やハイドロカー

ボンがシロウリガイに不都台な条件となっている

のか， もしくは，③日本産のシロ ウリガイは硫麹

バクテリアを利川する典生剥li を鰓に持つが。た

とえばメタンに富む畷岐で酸化水素を1!1ようとす

れば，海水の硫酸と反応するリア クターとして 七

デ ィメント・べ･・ドを必I勠とするのかも知れな

い。③の竇搆がもっとも最初に検,iEされるべきも

のと思われるが，地球化学的 研究，特に硫黄の|川

位 体比の研究成果が時た れる ほiJI;ほ か，1990:

金ほか｡1990 : 本号参照j。 また。伊是名海穴辿

のブラ･y クスモ ーカーに関連して濁った水には，

球形の“ くしくらげ頸”が多数浮遊していること



に 気 づ い た ． 熱 水 喰 出 環 境 に 固 右 な プ ラ ン ク ト ン

の 存 在 が 示 唆 さ れ る ．

現 在 わ れ わ れ は こ の 伊 平 屋 ・ 伊 是 名 ・ 曲 奄 西 を

含 む 祠I縄 海 盆 の 他 に ． マ リ ア ナ 背 孤 海 蜚 ・ 北 フ ４

ジ ー 海 盆 ・ ラ ウ 海 盆 ・EPR ・ フ ァ ン　 デ　 フ カ ’

海 形 海||.|頂 等 の 然 水 性 生 物 畔 集 お よ び 本 邦 東 岸 の

冷 湧 水 性 物 群 集 と を ， 直 接 に 比 較 す る こ と が で き

る ． 分 類 ・ 形 態 学 的 研 究 が 進 行 し た 暁 に は ， こ れ

ら の 熱 水 ・ 湧 水 性 生 物 の 現 在 の 分 布 バ タ ー ン の 地

史 的 か つ グ ロ ー バ ル な 説 明 が 要 求 さ れ る こ と に な

ろ う ．
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写 真 １　 シ ロ ウ リ ガ イ 煩－; 泌脚 煩 の 密 集 酲 落 と イバ ラ

ガ ニ

Photo.  1　C ｓりIμaX 冖jG sp. colonizing on lhe scdinlenl

and a slorle crab μayfjlQi｣;1･s sp， Sca!｢〉ell ids

covcr the uu  [cropping rocks.

写輿2　FEI い ハ オリムシの集塊。白 色沈澱物と而鶏の

付着に汁心

Photo. 2　Tannic ｏr sｌｅｎｄｅr veslimenliferan Lube

wollmｓ with while cllenlical precipitalc ｓ

arld 郛01棡ｅs.

町II口　 占 い 体alllを 残 す ミ １･ンガ ガ イのIII･|;l］Mf･| り

Photo.  3　AI 】|･iaiilivc.' ｓc;II陬11,d 【.丶冫91,μI.S sp･ .･丶】

Tlicv do 口1111aled i:1 11ulllbl･x･ ;11110nl! I hiヽ

liii'sibcrS 01 1h （･c･J111;lllll1113･ ａs s ぞen ICI

P11010 3.

写f いl　i･||!|:1く･|呀1 の シ ン カ イヒ バIJ ガ イ 圸

lｔolu.･I　EIonglkd lype 01 medium sizfmusscl. Ｔ丶s･!l

fulllsl.jl ll:llssels occllrs ill lhc cl〕111;11ulliい･，

JAMSTECTR DEEPSEA RESEARCH　 Ｉぼlｍ



JAMSTECTR ＤＥＥＰＳＥＡ RESEARCH　 冂卵白

写 穴５　 アスパラガ ス畑を思わせる人曜ハ オリムシと

白色の沈i嶝匏

Photo. 5　Larger ye ｓli罰entifcran tube wornl ｓ and

white　ckmical　precipitates　en　a

sediment-covered flat  Tock.

杉 真 ６　 然 水 域 に 生 息 す る 肉 良 仁 の 長j6 飢Br ｅsiliidae

の 】!!il･

Photo.  6　 Ｖｏrａｃｉｏｕｓ brcsiliid shrimp  (.-Ui･i｡af,ly,･s ｓp.)

liv 】ng anlong lhe venl co ｓnllni り‘。

町八７　 熱水㈲ ン14j. す るl竹 £們:の 長jal. モＪ.ピ!1

のIMI

Ph01.. ７　Ａｎｏther voracious hlllpllylid shl･imp e

り ゐacI,s sll.）living anions lhe a ●ヽlc｡111･

mil nilv･.

写! χ ８　 人 刈 の ハ オ リ ム シ 。 ス ケ ー ル はIScn

Pho10.8　Lal･gel･ vt-sliiiMntifL'i･an 1111)c wcl･n ≫s bear:ｎｇ

scalpdlicls.  scale bal･ : 15cm.

μj



yj6

写 叺９　 占い体制を残す ミョウガガ イのfllり:11(910

Photo. 9　Anulhcr spccits of primitive 5 ｛alpellld

l癶qalr黝j sl}.Bl en a lulc of ihe  law･

yeslimenlik･I･ａ，

写1'00 11JI 瑩 名Iス モ ー カ･ －の 硫 化 鞠 上 のｘ イヽカ プ リ ゴ

カ イ と 白 色 召 状 の 植 竹

PIIc10.10 Paralvlnel 】id pｑlychaele and lheil･ 111bes 011

111c p01ynletallic slllf】dL- black of lllc lzeaa

blackchlnloe¥.
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